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研究成果の概要（和文）：本研究では，間質性肺疾患患者の咳嗽と日常生活活動，運動能力および健康関連QOL
との関連性，加えて咳嗽抑制理学療法（cough suppression physiotherapy，CSP）プログラムの有効性について
検討した。その結果，同患者の咳嗽症状は呼吸機能，運動耐容能，日常生活活動ならびに健康関連QOLと有意に
関連することが明らかとなった。また，CSPプログラムの実施可能性やアドヒアランスは良好であり，その導入
によって咳VASは有意な軽減を認め，同プログラムの有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We investigated the relationship between cough symptoms and activities of 
daily living, exercise capacity, and health-related quality of life in patients with interstitial 
lung disease, and the effectiveness of the cough suppression physiotherapy (CSP) program. We found 
that cough symptoms were significantly associated with pulmonary function, exercise tolerance, 
activities of daily living, and health-related quality of life. The adherence of the CSP program was
 good, and the program significantly reduced cough severity visual analog scale. These result 
suggests the effectiveness of the program.

研究分野：リハビリテーション科学

キーワード： 間質性肺疾患　咳嗽　運動能力　健康関連生活の質　理学療法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
咳嗽は間質性肺疾患の80%以上に認められる主要な症状で，喀痰を伴わない難治性の乾性咳嗽が特徴である。本
患者の咳嗽は鎮咳剤の効果が限定的であり，そのコントロールは困難であることが大きな問題である。本研究の
成果は，いままで検証されていない同患者を対象とした咳嗽の臨床的特徴を示した基礎的知見であり，学術的意
義は高いといえる。また，鎮咳薬の効果が限られる同患者において，非薬物療法としてのCSPプログラムが有効
である可能性を示し得た結果は，咳嗽という苦痛症状に悩む同患者の症状緩和に寄与することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
間質性肺疾患は，肺の間質を病変の主座として炎症や線維化をきたす難治性の予後不良疾患
群である。本患者の 80%以上に認められる主要な症状である咳嗽は，喀痰を伴わない難治性の
乾性咳嗽であり，一度生じると鎮静が困難となるという特徴を有する。咳嗽は多大なエネルギー
消費をきたすとともに呼吸困難や疲労，尿失禁なども惹起する。また，本疾患群の咳嗽は夜間よ
り日中に多いため，会話や日常生活，外出に制限が生じやすく，患者の身体的・精神的苦痛は計
り知れない。 
咳嗽の発生には迷走神経を求心路とする咳反射とともに，大脳が関与する随意的な咳衝動が
複雑に関与するが，間質性肺疾患の咳嗽の機序は十分に解明されていない。本疾患の咳嗽は難治
性咳嗽に共通する「咳嗽反応」の亢進，つまり気道への何らかの刺激による咽喉頭の違和感に続
く「咳衝動」が生じた結果として発生するとされる。これは単なる咳反射とは異なり，病的な感
覚に対して大脳皮質レベルで随意的に制御されながら生じる反応であると理解されている
（Eccles R. Handb Exp Pharmacol 2009）。 
本患者の咳嗽は鎮咳剤の効果が限定的であり，そのコントロールは困難であることが大きな
問題である。最近，間質性肺疾患も含む病的かつ治療抵抗性の咳嗽の発生機序を説明する広義の
概念として chronic hypersensitivity syndromeが提唱され，中枢神経系疾患の治療薬の有効性
とともに，行動変容を中心とした非薬物療法の適応と効果も示された（Parker SM, et al. Thorax 
2023）。これは「咳嗽抑制治療」として理学療法と教育指導による一連の自己管理プログラムで
ある。難治性咳嗽患者を対象に，このような咳嗽に対する教育，咽喉頭の衛生，咳嗽コントロー
ル，心理教育的サポートから構成される 4 週間の咳嗽抑制理学療法（cough suppression 
physiotherapy，CSP）プログラムを実施した多施設ランダム化比較試験では，咳嗽に関連する
健康関連 QOLスコアの改善，咳嗽モニターによる咳嗽頻度の減少が有意に認められ，その効果
は介入後の 3か月間持続したことが示された（Chamberlain-Mitchell SA. et al. Thorax 2017）。 
しかし，本プログラムが間質性肺疾患患者にも有用であるかは検討されていない。一方，本患
者の咳嗽の臨床的問題に関しては，日常生活活動や運動能力，健康関連 QOLといった患者指向
型評価指標との関連性から具体的に検討されておらず，不明な点が多い。CSP プログラムが間
質性肺疾患患者の咳嗽症状の軽減に有効であるがを検討するにあたって，この点を明らかする
ことができれば，同プログラムにおいてより疾患特異的かつ個別的な指導内容の立案と実施に
有用となることが期待できる。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，1) 間質性肺疾患患者の咳嗽について，その臨床的特徴，日常生活活動，運
動能力および健康関連 QOLとの関連性を検討し，疾患に特徴的な咳嗽の問題を明らかにするこ
とと，2) 同患者に CSPプログラムを適用し，その効果について検証することである。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 研究 1：咳嗽の臨床的特徴と日常生活活動，運動能力および健康関連 QOLとの関連性 
研究デザインは横断的観察研究であり，病態が安定した間質性肺疾患患者を対象とした。過去

4週間以内に発症した気道感染，現喫煙，胃食道逆流や明らかな誤嚥，気管支喘息，肺癌および
気管支拡張といった喀痰を伴う疾患の併存など，明らかな咳嗽の原因を特定できる合併症を有
する場合は除外した。 
対象者背景，呼吸困難，呼吸機能，日常生活活動，運動耐容能，不安と抑うつ，健康関連 QOL
（簡易健康状態質問票，King's Brief ILD）を調査するともに，咳嗽症状として咳嗽特異的 QOL
（Leicester Cough Questionnaire，LCQ），咳嗽重症度 visual analogue scale（咳 VAS）を評
価し，関連性を検討した 
 
(2) 研究 2：CSPプログラムの効果検証 
対象は研究 1と同一の基準を満たし，慢性咳嗽（8週間以上）を有するとともに，運動療法を
中心とする呼吸リハビリテーションを実施する間質性肺疾患患者とした。CSP プログラム（表
1）は Chamberlain らが提唱した難治性咳嗽に対するプログラムを基本とし，研究 1 で行った
調査結果の内容を反映させ，指導の個別化を図った。同プログラムは独自に作成した指導教材を
使用し，4回に分けて呼吸リハビリテーションとともに行う通常の教育指導に加えて理学療法士
が個別に実施，フィードバックも行った（毎週 1回，4週間）。 
研究 1 と同一の評価項目を用いて，呼吸リハビリテーションプログラムの実施前後で比較検
討した。 
 
 



表 1. CSPプログラム 
 

 内 容 
第1回 難治性咳嗽の特徴と原因，咽喉頭の衛生と加湿，咳嗽抑制と「意識を
そらす」方法総論 

第2回 咳嗽抑制と「意識をそらす」方法各論 (1)：呼吸練習（呼吸調整法，鼻
呼吸，口すぼめ呼吸など） 

第3回 咳嗽抑制と「意識をそらす」方法各論 (2)：心理教育的サポート，環境
調整 

第4回 重要ポイントの復習とまとめ 

 
 
４．研究成果 
(1) 研究 1 
間質性肺疾患患者 156例が解析対象となった。その結果，咳嗽症状に関して，LCQは平均で
身体的要素 5.4，心理的要素 5.2，社会的要素 5.4，合計 16であり，咳 VASは 25mmであった。
咳 VAS と LCQ に有意な相関系を認めるとともに，両者は呼吸機能，運動耐容能，日常生活活
動ならびに K-BILDと有意に関連することが明らかとなった。 
 
(2) 研究 2 
 咳嗽症状が 8 週間以上持続する間質性肺疾
患患者 7 例を対象とした。CSP プログラムの
有害事象や脱落例は皆無であった。呼吸困難，
日常生活活動，運動耐容能とともに咳嗽症状を
評価した結果，咳 VAS は有意に減少し（実施
前中央値 69mm，終了時 60mm，p<0.05，図
1），LCQは改善傾向を認めた。 
 
 
 
(3) 総括 
間質性肺疾患患者の咳嗽症状は呼吸機能，運
動耐容能，日常生活活動ならびに健康関連
QOLと有意に関連することが明らかとなった。同患
者における症状や機能障害，ならびに日常生活との
関連性や特徴を理解するにあたっては，咳 VAS や LCQ といった咳嗽症状を客観的に評価する
必要性が示された。また，CSP プログラムの実施可能性やアドヒアランスは良好であり，その
導入によって咳 VASは有意な軽減を認めたが，LCQの有意な改善は得られなかった。本研究で
は研究実施期間中に新型コロナウイルスの感染拡大が生じ，当初計画のデザインが適用できな
かったことに加えて，予定症例数の確保が不可能であった。今後，後者の研究を継続させ，その
有効性の確立を図る予定である。 
 

図 1. 咳 VASの変化 
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